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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 9,903 4.4 1,057 5.7 1,111 5.4 793 6.4

30年3月期第2四半期 9,488 4.3 1,000 55.1 1,055 55.0 746 56.7

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　797百万円 （6.8％） 30年3月期第2四半期　　746百万円 （94.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 64.66 ―

30年3月期第2四半期 60.77 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 27,609 20,123 72.9

30年3月期 27,795 19,572 70.4

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 20,123百万円 30年3月期 19,572百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 15.00 ― 20.00 35.00

31年3月期 ― 18.00

31年3月期（予想） ― 17.00 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,600 1.2 2,700 5.0 2,800 5.6 2,000 5.9 162.90

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 12,294,400 株 30年3月期 12,294,400 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 17,164 株 30年3月期 17,137 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 12,277,249 株 30年3月期2Q 12,277,263 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

　実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につい

　ては、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、米国の政策動向や中国経済の見通しへの懸念はあ

るものの、個人消費が底堅く推移しているほか、企業の設備投資意欲の高まりが見られるなど、緩や

かな回復基調で推移しました。 

このような中、当社グループの業績につきましては、医療機器事業と環境機器事業の販売がともに

好調であったことから、前年同期と比べて増収増益となりました。 

(医療機器事業) 

補聴器では、高価格帯製品である「リオネットシリーズ」の販売が引き続き好調に推移しており、

売上高は前年同期を上回りました。医用検査機器では、インピーダンスオージオメータが堅調な販売

となったものの、大型の聴力検査室の販売が伸び悩んだことなどから売上高は前年同期には及びませ

んでした。これらの結果、医療機器事業全体では補聴器の増収幅が大きかったことにより前年同期と

比べて増収増益となりました。 

(環境機器事業) 

音響・振動計測器では、都市部を中心とした建設工事にかかる需要が継続し、騒音計や振動計の販

売が堅調に推移したものの、海外で大口の受注があった前年同期の売上高には及びませんでした。微

粒子計測器では、半導体関連市場での液中微粒子計の販売が依然として好調であったため、売上高は

前年同期を上回りました。これらの結果、環境機器事業全体では前年同期と比べて増収となりました

が、新製品開発費用が増加したことなどから一時的に減益となりました。 

当第２四半期累計期間の業績を前年同期と比較しますと、次のとおりとなります。 

（金額単位：百万円） 

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日 

至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成30年４月１日 

至 平成30年９月30日) 

増減 
増減率 

(％) 

売上高 9,488 9,903 414 4.4

 医療機器事業 5,587 5,802 215 3.9

 環境機器事業 3,901 4,100 199 5.1

営業利益 1,000 1,057 57 5.7

 医療機器事業 402 501 98 24.5

 環境機器事業 597 555 △41 △6.9

経常利益 1,055 1,111 56 5.4

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
746 793 47 6.4

(2) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績につきましては、前期と比べて増収増益を見込んでおり、期初の予想数値を変更しており

ません。 

医療機器事業では、補聴器において現在好評を博している製品の販売が引き続き好調に推移するも

のと予想されるほか、医用検査機器においては、耳鼻咽喉科市場における買替需要を確実に捕捉して

いくことなどにより前年度並みの売上高を見込んでおります。環境機器事業では、音響・振動計測器

において、活況な設備投資に伴い騒音計等の販売が堅調に推移するものと見込まれるほか、微粒子計

測器においては、半導体関連市場を中心に液中微粒子計の好調な販売が継続するものと予想しており

ます。 
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

 

(追加情報) 

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用) 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、

繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。 
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(セグメント情報等) 

［セグメント情報］ 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日) 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 5,587,133 3,901,734 9,488,867 ― 9,488,867

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 5,587,133 3,901,734 9,488,867 ― 9,488,867

セグメント利益 402,989 597,353 1,000,343 ― 1,000,343

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
 

  当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日) 

（単位：千円） 

 
 
 

報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 医療機器事業 環境機器事業 計 

売上高  

(1) 外部顧客への売上高 5,802,579 4,100,939 9,903,519 ― 9,903,519

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 5,802,579 4,100,939 9,903,519 ― 9,903,519

セグメント利益 501,762 555,908 1,057,670 ― 1,057,670

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
 

［関連情報］ 

製品及びサービスごとの情報 

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日) 

     (単位：千円) 

 補聴器 医用検査機器 音響・振動計測器 微粒子計測器 合計 

外部顧客への売上高 4,508,671 1,078,461 2,059,417 1,842,317 9,488,867

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日) 

     (単位：千円) 

 補聴器 医用検査機器 音響・振動計測器 微粒子計測器 合計 

外部顧客への売上高 4,731,221 1,071,357 1,984,967 2,115,972 9,903,519
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